
 

 

 

 

 

 

２０２５．１１ 尚徳福祉会 おぐら保育園 

朝晩の冷え込みに晩秋の訪れを感じますが、子どもたちは元気いっぱい園庭を走り回っ

ています。秋から冬へと変わりゆくこの頃。衣服をこまめに調整しながら、これから一段

と寒くなる季節に負けず、元気いっぱいに戸外遊びを楽しんでいきたいと思います。 

お芋がでたよ 

 年長さんが園庭の門の近くで育てていたお芋がついに収穫の時を迎えました。たくさん

の蔓を引っ張って、ころころとお芋が取れる様子を興味を持って見学していた子どもたち

の姿を見て、みかん組でもお芋ほりをしてみました。手作りの芋畑に行き、最初は畑の畝

を不思議そうに見ていた子どもたちですが、保育者が「お芋あるかな～！？」と掘ってお

芋をみせると、少しずつ砂を掘り始めました。慣れてくると「お芋あった！」「ここにも

みっけた！」と嬉しそうに保育者に報告したり、見つけたお芋をいくつか抱えて持ったり

とお芋ほりごっこを楽しみました。 

 

おままごとブーム 

 日頃からおままごとが好きで最近は友だちとのやりとりも増えてきました。そこで新し

くお鍋とフライパンの玩具を導入しました。早速お鍋に食材を入れて料理の腕を振るって

います。どこで覚えたのか鍋を持つ反対側の手にはお玉を持ち、中華料理人さながらにコ

ンコンカンカンと音を立てて調理している姿には思わず笑ってしまいました。 

 スマホのブームも継続しています。スマホは積み木やブロックのこともあれば巨大な絵

本の時もあります。画面をスワイプして「あい、あい、あい」と誰かと通信していて、き

っとおうちの方の真似っこしているんだろうな～とほほえましく見守っています。 

 

虫ブーム再来 

熱い夏が過ぎて園庭に虫が戻って来ました。幼児クラスの子たちが幼虫

を見つけてカップにたくさん入れているのを見て「先生、虫さがそ！」と

保育者の手を引いてしげみの所まで行き、アリやダンゴムシはいないか 

な～と探しています。先日は雨上がりでアリがおらず、でも諦めきれない子ど

もたちは「アリ～！どこ～？」とみんなで呼びかけていました。真冬になる前

に虫探しを楽しめると良いなと思います。 

11月 みかんぐみだより 


